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■  富士フイルムと静岡がんセンター、医
師の画像診断をサポートする世界初の
「類似症例検索システム」の開発に成功

■  富士ゼロックスが、中国市場特化のモ
ノクロ複合機開発のため、現地の商品
開発力を強化。中国オフィスを設立

■  成長続くアフリカ地域における事業基
盤を強化。南アフリカに現地法人、モ
ロッコに駐在員事務所を設立

■  印刷関連製品のマーケティング・販売・
技術サービスの機能をワールドワイド
に担う「富士フイルムグローバルグラ
フィックシステムズ株式会社」を発足

■  新興国における成長戦略を加速。トルコ
の販売代理店を買収、現地法人を設立

■  透明感のある明るく健やかな肌へ導く
20～30代女性向け新ブランド誕生。
スキンケアシリーズ 「Lunamer（ルナ
メア）」新発売

■  バイエル薬品と富士フイルムファー
マ、食後過血糖改善剤「グルコバイ®錠」
などの3製剤の国内販売で提携

株 主 の 皆 様 へ

FUJIFILM 
NEWS

Vo l .86
D e c e m b e r  2 0 1 2

■  スキンケアシリーズ「ASTALIFT（アス
タリフト）」を刷新。しなやかなハリに
満ちた肌へ導く、美容液「エッセンス 

デスティニー」新発売

■  有機ELの特許ポートフォリオを米ユ
ニバーサル・ディスプレイ・コーポ
レーションに105百万米ドルにて譲渡

■  フルサイズセンサー搭載機に匹敵する
解像感と低ノイズを実現したレンズ交
換式プレミアムカメラ「FUJIFILM 

X-Pro1」が「EISAアワード」を受賞

■  富士ゼロックスがベトナムに新生産拠
点となる現地法人を設立

■  デジタルカメラ・プロジェクター・監
視カメラの高性能レンズの生産能力を
増強するため、フィリピンに光学レン
ズの加工・組立の新工場を建設

■  オーストラリア最大のビジネスサービス
プロバイダー Salmat Limitedのビジネ
スプロセスアウトソーシング事業を買収

■  DR方式の「CALNEOシリーズ」で最
高の画質と低線量での撮影を実現し
た、デ ジ タ ルX線 画 像 診 断 装 置 

（注）
• 月はニュースリリースの発表月です。実際の発売月、設立
月などとは異なる場合があります。

「FUJIFILM DR CALNEO C mini 

Wireless SQ」新発売

■  富士フイルム エレクトロニクスマテ
リアルズが半導体材料「CMPスラ
リー」の新生産ラインを台湾で稼働

■  早期がんに特徴的な
粘膜表面の微細な変
化を強調した画像観
察が可能に。レーザー
光源搭載の画期的な
新世代内視鏡システ
ム「LASEREO （レザ
リオ）」新発売

■  ミラーレス一眼の概念を変えた
「FUJIFILM X-Pro1」の最高峰の画質を
受け継ぐレンズ交換式 プレミアムカメ
ラ 「FUJIFILM X-E1」新発売

■  「Xシリーズ」の交換レンズラインアッ
プを拡充。「フジノンレンズ XF18-

55mm F2.8-4 R LM OIS」「フジノ
ンレンズ XF14mm F2.8 R」新発売

■  成長続くASEAN地域における事業基
盤を強化。フィリピンに現地法人を設立

4 月

5 月

6 月

7 月

9 月

8 月
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株 主 の 皆 様 へ

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

 平成24年度第2四半期累計期間の振り返り
　平成24年度第2四半期累計期間（平成24年4月1日～9月
30日）の世界経済は、米国では緩やかな景気回復基調にある
ものの、欧州では債務問題の長期化により景気悪化が続いて
います。アジアをはじめとする新興国地域でも経済成長の
ペースは減速しており、特に中国経済の成長鈍化が鮮明に
なっています。日本においても外需の減速により景気の停滞
感が強まっています。
　当期間の連結売上高は、新商品の投入や新興国市場におけ
る拡販施策を強化したものの、欧州の景気悪化による需要減
少や、為替の円高影響（203億円）などを受けて、前年同期比
2.0%減の1兆616億円となりました。営業利益は、為替の円
高影響（64億円）などにより、前年同期比28.4%減の423億
円となりました。税金等調整前四半期純利益は、売上高の減
少に伴う売上総利益の減少があったものの、投資有価証券評
価損の減少や為替差損益（純額）の減少などにより、前年同期
比0.7%増の330億円となりました。当社株主帰属四半期純
利益は、持分法による投資損益が減少したことから、105億円
となりました。
　通期の業績予想においては、世界的な景況感の悪化に伴う
需要の減少の影響を受け、売上、及び営業利益が計画を下
回って推移していることから、売上高は2兆2,100億円、営業
利益は1,250億円へ下方修正いたしました。
　平成24年度中間期の配当金は、1株当たり20円といたし
ました。期末配当金は、1株当たり20円を予定しており、中間
配当金と合わせて、年間で前年度比5円増配の40円を予定し
ております。

 今後の取り組み
　当社は、中期経営計画「VISION80」の下、「重点事業の成長
戦略の推進」と「グローバル展開の加速」に継続して取り組ん
でまいります。
　成長戦略の推進には、市場状況の変化の本質を見抜き、それ
にスピードとダイナミズムをもって対応していくことが求め
られます。電子映像事業では、スマートフォンの普及によりエ
ントリーレベルのコンパクトカメラのニーズが減少傾向にあ
ることを受け、「Xシリーズ」を中心としたハイエンドコンパク
トデジタルカメラや、レンズ交換式プレミアムカメラの拡販を
推進し、高級機へのシフトを本格化します。フラットパネル
ディスプレイ材料事業では、テレビや大型ディスプレイモニ
ター用途に加え、需要が拡大するスマートフォンやタブレット
PCなどの中小型ディスプレイ用の薄手フィルムでも拡販を加
速します。メディカルシステム・ライフサイエンス事業では、
がんの早期発見・治療の重要性の高まりに対応すべく平成24
年9月に発売した、レーザー光源搭載の新世代内視鏡システム
「LASEREO」などの画期的な製品により、シェア拡大を進めま
す。ドキュメントソリューション事業では、複合機などの機器
の販売を中心としたビジネスから、グローバルサービス、プロ
ダクションサービス、及びソリューションサービスビジネスへ
の転換をさらに推進していきます。
　グローバル展開においても当期間中に、ベトナム、フィリピ
ン、トルコ、南アフリカなどで現地法人や現地事務所を設立
し、販売基盤を強化しました。今後も新興国市場のニーズに合
致した商品の積極投入や、マーケティング強化を図ります。
　株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成24年12月

ススピピピーードドドドとととと
ダダダイイイナナナナミミミミズズズムムムでで
ググググロロロローーババババルルル競争に勝つ

代表取締役会長・CEO

代表取締役社長・COO
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連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

損益計算書 単位 :百万円

　科目

平成24年度
第2四半期累計

（平成24年4月1日～
平成24年9月30日）

平成23年度
第2四半期累計

（平成23年4月1日～
平成23年9月30日）

売上高 1,061,610 1,083,432

営業利益 42,285 59,043

税金等調整前四半期純利益 32,982 32,743

当社株主帰属四半期純利益 10,474 14,898

研究開発費 81,844 83,286

設備投資額＊ 37,391 45,552

減価償却費 66,859 70,405

＊ドキュメント ソリューション部門のレンタル機器を除く。

貸借対照表 単位 :百万円

　科目
平成24年度
第2四半期末

（平成24年9月30日現在）

平成23年度末
（平成24年3月31日現在）

資産の部

　流動資産 1,355,326 1,321,991

　投資及び長期債権 256,753 279,840

　有形固定資産 537,113 553,916

　その他の資産 572,449 583,918

資産合計 2,721,641 2,739,665

負債の部

　流動負債 617,804 692,367

　固定負債 276,718 190,814

負債合計 894,522 883,181

純資産の部

　株主資本 1,690,026 1,721,769

　非支配持分 137,093 134,715

純資産合計 1,827,119 1,856,484

負債・純資産合計 2,721,641 2,739,665

キャッシュ・フロー計算書 単位 :百万円

　科目

平成24年度
第2四半期累計

（平成24年4月1日～
平成24年9月30日）

平成23年度
第2四半期累計

（平成23年4月1日～
平成23年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 84,135 59,681

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 62,422 △57,429

財務活動によるキャッシュ・フロー 65,510 △19,288

為替変動による現金及び現金同等物への影響 △ 8,187 △16,101

現金及び現金同等物純増加・純減少（△） 79,036 △33,137

現金及び現金同等物期首残高 235,104 313,070

現金及び現金同等物四半期末残高 314,140 279,933

5,000

10,000

15,000

20,000

平成23年度
第2四半期

24年度
第2四半期

23年度
（年間）

25,000
（億円）

10,834 10,616

21,953
（ご参考）

0

売上高
平成24年度第2四半期累計期間の連結売上高は、前年同期
比でドキュメント ソリューション部門は増加したものの、
イメージング ソリューション部門及びインフォメーション 
ソリューション部門が減少したため、前年同期比2.0%減
の1兆616億円となりました。為替の円高影響（203億円）
を除くと、売上高の減少幅は0.1%となり、ほぼ横ばいとな
ります。

23年度
（年間）
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12.0

25.1

（%）

■ 日本　■ 米州　■ 欧州　■ アジア及びその他

平成23年度
第2四半期

24年度
第2四半期

（ご参考）

仕向地別売上高比率
仕向地別売上高（＝海外売上高）は、前年同期比で「米州」
は増加したものの、景気後退により「欧州」、新興国経済の
成長鈍化により中国を中心に「アジア及びその他」が減少
しました。これにより、「米州」の割合が増加しました。

23年度
（年間）
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590

1,129

423

5.4

4.0

0 0

5.1

■ 営業利益　● 営業利益率

平成23年度
第2四半期

24年度
第2四半期

（ご参考）

営業利益
営業利益は、為替の円高影響（64億円）などを受け、前年同
期比28.4%減の423億円になりました。営業利益率は、
5.4%から4.0%に減少しました。

23年度
（年間）

100
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149
105

438
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平成23年度
第2四半期

24年度
第2四半期

（ご参考）

当社株主帰属四半期（当期）純利益
当社株主帰属四半期純利益は、持分法による投資損益が減
少したことなどにより、前年同期比29.7%減の105億円
となりました。1株当たり当社株主帰属四半期純利益は、
30円93銭から21円74銭に減少しました。

24年度
第2四半期末

5,000

10,000

15,000

20,000
（億円）

63

64

65

66
（%）

16,844 16,90017,218

0 62

64.7

62.1
62.8

■ 株主資本　● 株主資本比率

平成23年度
第2四半期末

23年度末

株主資本
株主資本が前年度末比1.8%減の1兆6,900億円となった
ため、株主資本比率は0.7ポイント減の62.1%となりまし
たが、引き続き資本構成の安定性は維持されています。

第2四半期累計期間（6カ月）連結業績の推移
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事 業 セ グ メ ン ト事 業 セ グ メ ン ト

＊ 全社費用及びセグメント間取引消去前

業績概要
●  メディカルシステム事業や医薬品事業
などの成長事業の売上は拡大したもの
の、円高やフラットパネルディスプレ
イ材料事業の売上減少などにより、売
上及び営業利益が減少。

今後の取り組み
●  メディカルシステムは、医療 ITや

FCR・DRの販売強化を継続するとと
もに、携帯型超音波診断装置や、画期的
な新世代内視鏡システムの伸長を図る。

●  リニューアルで好調な機能性化粧品
「新アスタリフト」シリーズを積極展開。
●  フラットパネルディスプレイ材料で
は、プレーンタック及び売上が急速に
伸びているVA用・IPS用フィルムの
生産能力を増強。また、需要が拡大す
る中小型ディスプレイ向けフィルムの
新製品開発を強化。

業績概要
●  円高影響はあったものの、国内及びア
ジア・オセアニア地域での売上が堅調
で、売上増加。営業利益は、欧州の景気
悪化や円高などの影響により減少。

今後の取り組み
●  競 争 力 が 高 く、販 売 が 好 調 な
「ApeosPort-IV / DocuCentre-IV」
シリーズなどの売上拡大。

●  国内6地域の統括会社によるソリュー
ション・サービスの積極展開。

●  アジア・オセアニア地域での拡販、米
国ゼロックス社と協業による新興国で
の拡販に注力。

●  生産性向上などの体質強化による収益
の向上。

業績概要
●  減収であったものの、フォトイメージ
ング事業が好調に推移し、損益が改善。
カラーペーパーなどのプリント材料製
品の販売が堅調でシェアも拡大した
が、円高などにより売上減少。電子映
像事業も、コンパクトカメラの総需が
減少する中、シェアを拡大したもの
の、円高影響などで売上が減少。

今後の取り組み
●  カラーペーパーは、引き続き新興国を
中心に拡販、シェア拡大に注力。「フォ
トブック」など付加価値プリントの販
売を強化。

●  デジタルカメラは「Xシリーズ」など
の高級機種を中心に新製品を拡販する
とともに、現地法人の設立などによる
新興国での販売強化を継続。さらなる
原価低減と固定費の削減も進める。

イメージング
ソリューション
売上高構成比

67%

33%

フォト
イメージング

電子映像

ドキュメント
ソリューション

（億円）

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

（億円）

1,6031,624

△3

△37

営業損失＊売上高

1,426

△13

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

（億円） （億円）

4,987
4,861 437

381

営業利益＊売上高

4,901

362

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

平成
23年度
上期

23年度
下期

24年度
上期

（億円） （億円）

4,529
4,349

337337

営業利益＊売上高

4,289

243

インフォメーション
ソリューション

売上高構成比

35%

産業機材／
電子材料 他

光学デバイス

26%

17%

12%

6%

メディカルシステム・
ライフサイエンス

グラフィック
システム

フラットパネル
ディスプレイ材料

記録
メディア

4%

売上高構成比

オフィス
プロダクト

50%

16%

15%

10%

グローバル
サービス

オフィスプリンター
プロダクション
サービス
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特 集：富 士 フ イ ル ム の さ ら な る 成 長 を 加 速 す る た め に

“光”で内視鏡診断の世界を切り拓く
̶̶レーザー光源を搭載した新世代内視鏡システム「LASEREO」発売

　がんの早期発見、早期治療の重要性が高まる中、富士フイルムは、消化管向け内視鏡システムとして初め
てレーザー光源を採用した内視鏡システム「LASEREO（レザリオ）」を、平成24年9月に発表、発売しました。
写真・医療分野の商品開発で高い実績を持つレーザー制御技術と画像処理技術を駆使し、内視鏡診断に新風
を巻き起こすとともに、シェア拡大を進めていきます。

  粘膜表面の微細な変化を強調、
 将来性の高いレーザー光源

　内視鏡検査で重要なのは、消化管の粘膜表面の色や構造、凹凸の
微細な変化を見逃さないこと。内視鏡で体内を照らす光源に、一般
的にはハロゲンやキセノンといった白色光源が用いられています
が、粘膜表面の微細な変化を捉えるのが難しいといわれており、近
年ではフィルターを通して病変を見つけやすい光に変換したり、画
像処理によって病変を際立たせるといった工夫がされています。
　「LASEREO」では、光源にレーザーを採用。レーザーは白色光
源と異なり、さまざまな波長の光を照射することができるのが特
徴です。例えば、波長の短いレーザーを使うと、早期がんに特徴
的な粘膜表層の微細血管などの変化を強調でき、波長の長いレー
ザーを用いると、粘膜表層からやや深めの対象を観察することが
できます。
　内視鏡診断に適したレーザー波長を検討した結果、
「LASEREO」では、従来の光源に近い「白色光観察用レーザー」
と、波長の短い「BLI（Blue LASER Imaging）用レーザー」の2種
類を搭載。2種類のレーザーを自在にコントロールし、独自の画
像処理技術と組み合わせることで、観察目的に合わせた明るく
シャープな画像の提供を実現しています。
　また、レーザー光源は従来のハロゲンランプやキセノンランプ
に比べて消費電力が少なく長寿命であることから、省エネ運用が
可能です。
　観察対象や目的に合わせて波長を変えることで、幅広い観察が
できる高い拡張性、大きな将来性をレーザー光源は秘めています。

   写真・医療分野で長年培ってきた
 「レーザー制御技術」と「画像処理技術」の融合

　レーザー光源を使えば容易に観察範囲が広がるかというと、そ
うではありません。レーザー光の照明バランスをうまく取らない

と色調が崩れてしまい、明るいところから暗いところまで、きれ
いに映し出すことができません。
　富士フイルムでは昭和50年代後半以降、デジタルX線画像診
断システム「FCR」やデジタルミニラボ「フロンティア」などで、
レーザー光を細かいレベルで制御する技術を培ってきました。こ
れに加えて、今回新たにレーザー光を内視鏡の先端まで安定的に
導くファイバー技術を開発。確かな技術によって生み出された画
像は、商品化に当たってご試用いただいた医師や、導入・使用い
ただいている方々から「明るく診断しやすい」「粘膜表面がよく
見える」などのご意見もいただいており、導入が進んでいます。

   レーザー光源の特徴を活かした
 新たな内視鏡診断の確立も目指す

　レーザー光源を搭載した内視鏡システムによる新たな内視鏡
診断の確立を目指した研究にもすでに取り組み始めています。そ
のひとつが、「低酸素イメージング＊」です。「低酸素状態を観察
しやすい」というがんの特徴と富士フイルムの画像技術を利用
し、内視鏡によって、病変の形態だけでなく、腫瘍による組織の
酸素消費の変化など、機能まで診断できるようになるのではと期
待されています。
　富士フイルムは中期経営計画「VISION80」において、内視鏡を
含めたヘルスケア分野における大幅な成長の実現を推進してい
ます。内視鏡分野においては、富士フイルムの有する多様で高い
技術力を活かし、ユニークな商品で市場を創造するとともに、医
療の質や効率の向上に貢献していきます。

＊ がん細胞が増殖すると、血液内の酸素供給が不足して低酸素になることか
ら、腫瘍とその周辺部の酸素飽和度（赤血球のヘモグロビンのうち、酸素と結
合しているヘモグロビンの割合）を画像化してがんの発見につなげようと、
富士フイルムが国立がんセンターと共同開発している新技術

から暗いところまで、きれ

2種類のレーザー光の発光強度を変え、観察目的に応
じた画像を表示

発光強度で切り替えられる観察タイプ

白色光観察
従来どおりの実際に近い画像を
映し出す。

BLI-bright観察
血管のコントラストを高めなが
らも全体を明るく、遠くまで映
し出す。

BLI観察
粘膜表層の微細血管やわずかな
粘膜の凹凸を、コントラストを
強調してシャープに映し出す。
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  欧州でも高い評価を受けた
 「Xシリーズ」の新機種

　「FUJIFILM X-E1」は独自開発の「X-Trans CMOSセンサー」
を搭載、富士フイルム初の“ミラーレス一眼”として話題になっ
た「FUJIFILM X-Pro1」（平成24年2月発売）のプロフェッショナ
ルな色再現・高画質を継承しつつ、小型・軽量化を実現した、カメ
ラファン期待の新製品です。一方、「FUJIFILM XF1」は、フルフ
ラットなアルミボディにレザー調の合皮をまとったスタイリッ
シュなデザインと、F1.8という極めて明るいレンズによる高画
質を両立した高級コンパクトカメラで、今年の「グッドデザイン
賞」を受賞しています。
　これら2機種は、9月にドイツで開催された世界最大規模のカ
メラ・映像関連総合展示会「photokina 2012」で初お目見えし、
各国の業界関係者やユーザーの注目を集めました。とりわけレン
ズ交換式プレミアムカメラ「FUJIFILM X-E1」は、全出展製品の
中から特に優れた製品・サービスに与えられる「photokina 

STAR 2012 Award」を受賞。富士フイルムの製品コンセプトと
技術力が高く評価されました。

  トレンドの変化を先取りし、
 市場での地位向上を実現

　近年、世界のデジタルカメラ市場では、エントリーレベルの製
品を中心にコンパクトカメラのニーズが減少傾向にあります。そ
の主な要因と考えられているのが、スマートフォンの普及です。
代わって人気が増しているのが、一般に“ミラーレス一眼”と呼
ばれるレンズ交換式のシステムカメラや、一眼レフに迫る高画質
を実現するプレミアムコンパクトカメラなど、写真専用機ならで
はの価値を与えてくれる本格派のデジタルカメラです。
「photokina 2012」では、各カメラメーカーとも製品の主軸を、
コモディティ化したコンパクトカメラから高級機へとシフトす
る姿勢を鮮明に示し、市場に新しい流れが生まれつつあることが
明らかとなっています。

デジタルカメラ事業の成長をリードする
プレミアムデジタルカメラ「Xシリーズ」の
ラインアップがさらに充実
　富士フイルムはこの秋、プレミアムデジタルカメラ「Xシリーズ」の新たなラインアップとして、
レンズ交換式プレミアムカメラ「FUJIFILM X-E1」とプレミアムコンパクトデジタルカメラ
「FUJIFILM XF1」を発表しました。これによって、「Xシリーズ」は全6機種をそろえることとなり、
高級機志向を強める世界のデジタルカメラ市場において、ますます存在感を高めつつあります。

プレミアムコンパクトデジタルカメラ
　 FUJIFILM XF1
　 平成24年11月3日発売

　フラットなアルミボディを合成皮革
で包んだスタイリッシュなデザインと、
広角側F1.8の明るいフジノン光学4倍
マニュアルズームレンズ、2/3型EXR 
CMOSセンサーによる高画質を両立し
た画期的モデル。

レンズ交換式プレミアムカメラ
　 FUJIFILM X-E1
　 平成24年11月17日発売

　「FUJIFILM X-Pro1」と同じ1,630万画素APS-Cサイズ「X-Trans 
CMOSセンサー」を採用し、最高クラス画素数の有機ELビュー
ファインダーなど多彩な機能を搭載しながら小型・軽量化を実現。
フルサイズセンサー搭載機に匹敵する超高画質を気軽に楽しめます。

フジノン XFレンズ
　「FUJIFILM X-E1」発売と合わせて、「Xシリーズ」の交換レンズ群に、標準ズームレ
ンズ「フジノンレンズ XF18-55mmF2.8-4 R LM OIS」と超広角レンズ「フジノンレ
ンズ XF14mmF2.8 R」が追加されます。

平成24年10月に行われた製品発表会
には新イメージキャラクターの真木
よう子さんも登場。古森会長ととも
に、「Xシリーズ」の魅力をアピール

会場の中でもひときわお客様が多かった
「photokina 2012」の「Xシリーズ」コーナー
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世界の有望市場に続々と現地法人を開設
̶̶新興国での販売・マーケティングを強化

　日本や欧米などの先進国市場が成熟する中、経済成長を続ける
新興国に人材や資金などの経営資源を投入し、事業展開を加速さ
せることが重要です。富士フイルムでは、新興国など成長市場で
の販売・マーケティング体制強化を図るため、平成23年9月、ベ
トナム・ホーチミンに現地法人を設立して以降、1年あまりの間
に、アジアや欧州、アフリカなどの計10カ国に現地法人や現地事
務所を設立、中期経営計画「VISION80」の柱のひとつ、「グローバ
ル展開の加速」を推進しています。これらの地域は、周辺諸国も
合わせると数千万～数億人程度の人口規模を持ち、近年の所得水
準向上で購買意欲の高い中間層が台頭するなど、市場としての魅
力が非常に高まっています。
　短期間にこれだけ多くの現地法人・事務所を設立しているの
は、市場に密着したマーケティング及びセールス活動を迅速に展

　富士フイルムは平成23年に、プレミアムカメラ「Xシリーズ」
の第1弾となる「FUJIFILM X100」を発売し、他社に先駆けてい
ち早く高級路線への転換を表明。その後も着実にラインアップを
拡充し、市場トレンドを牽引してきました。その先見性と着実な
布石は、この2年間で世界シェア（数量ベース）2%アップという
成果に結実しています。

  積極的なマーケティングで
 さらなる成長を目指す

　富士フイルムでは、平成24年11月に発売された「X-E1」「XF1」
を加えることによって、「Xシリーズ」は、レンズ交換式のフラッグ
シップ「X-Pro1」から、ロングズームタイプの「X-S1」、スリムタイプ
の「XF1」まで、全領域のラインアップがそろいました。さらに積
極的なマーケティング活動をグローバルに展開し、「Xシリーズ」

開する直販体制を整えるとともに、サービス体制の強化を図り、
シェアアップとブランド力向上をスピーディーに実現するため
です。デジタルカメラについては、プレミアムデジタルカメラ「X
シリーズ」の高性能・高品質を訴求するため、ブランドイメージ
の確立、万全な販売体制・アフターサービス体制の構築が必須で
あるとの戦略の下、市場のニーズと変化に素早く対応する直販体
制を各地で整えています。
　メディカルシステム事業においても、市場にマッチした仕様・
価格の製品を提供し、その地域医療の質的向上に寄与するだけで
なく、製品の高度化に伴ってアフターサービスに対する要請も高
まっていることから、市場に近い現地法人・事務所の技術力と対
応力によってお客様の信頼を獲得し、販売増、富士フイルムのプ
レゼンス向上につなげていきたいと考えています。

ファンを増やしていくことを考えています。
　国内では、新イメージキャラクターとして、実力派若手女優の
真木よう子さんを起用。“本物”を求める女性ユーザーに向けて
「XF1」の魅力を大々的に訴求していきます。
　また、ワールドワイドでは、「X-Photographer」活動として世
界各国の写真家たちとのコラボレーションを進め、「Xシリーズ」
で撮影した作品を多数ウェブサイト（http://fuj i f i lm-x.com/
photographers/）や発表会、展示会などで発表。プロが認める
画質、性能であることを通じて「Xシリーズ」の魅力を発信してい
ます。
　富士フイルムの卓越した技術と長年培ってきた画像のノウハ
ウを結集したデジタルカメラ「Xシリーズ」。これを核に、重点事
業であるデジタルイメージング事業のさらなる成長へと導いて
いきます。

既存拠点　　 新拠点

ロシア

ウクライナ

インド
韓国

ベトナム

インドネシア

フィリピン

ブラジル

中国

トルコ

モロッコ

南アフリカ

UAE

新興国で新たに拠点を開設
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事業年度末日 3月31日
定時株主総会 6月下旬
公告掲載
当社ホームページに掲載します。 
URL（アドレス）は次のとおりです。 
http://www.fujifi lmholdings.com/ 
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載します。

株主名簿管理人 
東京都千代田区丸の内1丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先／電話照会先 
〒168-0063 
東京都杉並区和泉2丁目8番4号 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部 
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
全国各支店で行っております。
単元株式数 100株
住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当
金受取方法の指定等のお申出先 
株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。

株主メモ

インターネットで株主様、投資家の
皆様向けの情報がご覧になれます。

http://www.fujifi lmholdings.
com/ja/investors/index.html

会社概要
会社名  富士フイルムホールディングス株式会社
設　立 昭和9年1月20日
資本金 40,363百万円（平成24年9月30日現在）
本　社 東京都港区赤坂9丁目7番3号
連結従業員数 79,845名（平成24年9月30日現在）

なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設され
ました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井
住友信託銀行にお申し出ください。

「配当金計算書」について
配当金支払いの際、送付している「配当金計算書」は、
租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ね
ております。確定申告を行う際は、その添付資料とし
てご使用いただくことができます。
なお、「配当金領収証」にて配当金をお受取りの株主様
につきましても、配当支払いの都度「配当金計算書」を
同封させていただいております。

ト ピ ッ ク ス

　 去 る11月2
日、今年度から
正式に導入した
株主優待の施策
の1つとして、
当社株保有期間
が3年以上、保
有株式数が500
株以上の株主様

から抽選で選ばれた30名の方を、富士フイルムホールディ
ングス株式会社、富士フイルム株式会社、富士ゼロックス
株式会社主催により今年で5回目を迎える、PGA シニアツ
アー「富士フイルム シニア チャンピオンシップ」の大会
2日目の観戦にご招待しました。大会は千葉県木更津市の
ザ・カントリークラブ・ジャパンで開催され、ホストプロの
青木功選手をはじめ、中嶋常幸、倉本昌弘、尾崎直道などの
永久シード選手、さらに歴代チャンピオンの芹澤信雄、渡
辺司など、日本のプロゴルフ界を牽引してきた名選手が出
場。海外からも、昨年の優勝者の英国の
デービッド・J・ラッセルなどが出場しまし
た。本大会は2012 PGAシニアツアー競技
の最終戦となり、今季賞金王争いも本大会
で完結するということもあって、ゴルフ
ファンの大きな関心を集めました。
　株主様には特典として、18番グリーン
の特別観戦テントをご利用いただき、ク
ラブハウスのレストランで使用できるお

食事券や、青木功プロのサイン入りキャップなどを進呈
しました。
　今回の大会は、井戸木鴻樹プロが3日間首位の通算12ア
ンダーで、日本シニアツアー初優勝を飾りました。2位タイ
となった尾崎直道プロは、2012年PGAシニアツアー賞金
王を獲得しまし
た。当日は秋晴
れの絶好のゴル
フ観戦日和とな
り、株主の方々
にはご自身の
ペースで自由に
観戦していただ
きました。優勝
を争うスコア上位選手の白熱したプレーを間近で見たり、
大好きな選手や憧れの選手のプレーを追いかけたりと、思
い思いに楽しんでいただくとともに、 シニアツアーならで
はのアットホーム感に溢れる雰囲気を味わっていただけた

ようです。参加の皆様からも、「大
変楽しかった」「また参加したい」
などの高い評価をいただきました。
　当社は今後も、当社株式への投資
魅力を高め、当社株式をより多くの
方に長期的に保有していただくた
め、株主の皆様への優待施策を実施
してまいります。

富士フイルム シニア チャンピオンシップのゴルフ観戦に株主様をご招待

優勝した井戸木プロと古森会長

株主様の受付の様子

秋晴れのゴルフ場
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